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 2019 年 4 ⽉に開始した「SDGs カフェ」を引き続き地
域の皆さんと協働で開催して来ました。IMAGINE 
KANAZAWA 2030 プロジェクトの⼀環として、いろい
ろな⼈に 2030 年の⾦沢を想像してもらう （IMAGINE
してもらう）のが狙いです。前回のニュースレターでは
第 5 回までご紹介したので、今回は第 6 回から最新回の
10 回までのダイジェスト版をお届けします。 

 
 第 6 回⽬は⾦沢らしい SDGs への取り組み⽅を考える
上で、⽋かすことができない「⽂化のまちづくり」をテ
ーマに、浦淳⽒（認定 NPO 法⼈趣都⾦澤の理事⻑）を迎
えて、⾦沢らしい⽂化を使ったまちづくりについて考え
ました。 
 ⾦沢には特有の伝
統や⽂化がたくさん
残っており、その中
には、前⽥家が投資
を⾏ってきたストッ
ク も多く含まれま
す。全国的に⾒ても
⽇本海側にはそういったストックが多く残っているはず
なのに、「それがうまく⽣かされていない気がする」と
⾔う浦⽒。まずは内発的に市⺠が地域の⽂化を⾒つめ直
すことが市⺠参加型のまちづくりの第⼀歩だと⾔います。 
 SDGs の 17のゴールでまちづくりのことをストレート
にいっているのは、「11.住み続けられるまちづくりを」
の１つだけ。「もっとあってもいいと思う。そもそもデ
ベロップメントとサステイナビリティを⼀緒にするのが
難しい」と⾔う浦⽒からは、「その地域ならでは⽂化に
もっと寄せてみるのもいいのでは︖」との意⾒が出まし
た。 

 2020 年には⽇本海側初の国⽴美術館となる国⽴⼯芸
館の⽯川⾦沢への移転や、「国際⼯芸サミット」の開催
予定もあり、北陸と⾦沢の⼯芸は今、⼤変注⽬を浴びる
状況にあるそうです。「⼩松や⾦沢などの⼯芸は内発的
に持続可能な形でやっていける可能性がある。⼯芸館が

くることで、⽇本を⾒渡した⼯芸拠点を作れたらいいと
思う。そして⾦沢はぜひ、北陸の中⼼として⼯芸のマー
ケットを作っていったらいい」と、期待を述べました。 

 
 第 7 回⽬のテーマは「気候変動危機、⾦沢のアクショ
ンをみんなで考える」というとても関⼼の⾼いテーマで
した。 
 奥圭奈⼦⽒（地球の未来をリデザインする会代表）か
ら、2030 年の⾦沢をイマジンしてもらい、河内幾帆⽒
（⾦沢⼤学）による話題提供と、後半は⻘海万⾥⼦⽒
（⾦沢エコライフくらぶ代表）も加わり、気候変動に対
して、「市⺠⼀⼈ひとりは何ができるのか︖」を話し合
いました。 
 ⾦沢でご主⼈と⼀緒に宿泊施設を経営し、2 児の⺟で
もある奥⽒は気候変動に対する海外の学⽣のムーブメン
トなどを⾒聞きするうちに「⾃分も何かしないといけな
い」と思うようになり、同じ思いを持つ地域の⼈たちと
つながり、地球の未来をリデザインする会を⽴ち上げた
そうです。 

 ⾦沢⼤学で環境問題を教える河内⽒は元アメリカ副⼤
統領 アル・ゴア⽒が東京で開催した、気候変動問題につ
いて学ぶトレーニングプログラム「Climate Reality 
Leadership Corps Training」に参加したばかりという
ことで、そこで学んだ気候変動の今を、ゴア⽒の⼼揺さ
ぶられるメッセージとともに、会場と共有しました。さ
らに化⽯燃料使⽤が温室効果ガスの⼀番⼤きな発⽣源と
なっている事など、気候変動の現状についてデータを⾒
ながらおさらいし、今後どのような解決策を講じるべき
なのか教えていただきました。未来の⼦供達のために⼿
遅れになる前に「いま私たちができること」から⾏動を
起こすべき、と語り
ました。 
 河内⽒の話を受け
て、⻘海⽒には「⼀
⼈ひとりでやるだけ
でなく、⼤きなチー
ムで取り組まないと

IMAGINE KANAZAWA 2030 「SDGs カフェ」 
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いけないこと。いろんな動きが⼀つにつながっていくた
めにどうしたらいいのか︖ 皆さんからお知恵をいただ
きたいです」と語り、「地域でなにができるのか︖」に
ついて会場と⼀体となって議論していただきました。 
 ファシリテーターを務めた永井（OUIK 事務局⻑）は
「使うエネルギーを再⽣可能エネルギーに変えることが
いちばんの⼿段ではないでしょうか。10 年後に、『なん
で何もしてくれなかったの︖』と⾔われるより、『実は
SDGs カフェというすごいカフェがあって、そこから始
まったらしい』って⾔われたいですよね。そのためには
地域の温室効果ガスの排出量をモニタリングして、みん
なで下げていく必要があるのではないでしょうか︖」と
述べました。 

 
 第 8 回⽬のテーマは「つながり、助け合うのに必要な
ことは︖〜パートナーシップの新しい形を考える〜」と
し、広⽯拓司⽒（株式会社エンパブリック代表取締役）
からアイデアをいただきながら、「⾦沢ミライシナリオ
（⾦沢 SDGs ⾏動計画）」を策定している笠間彩⽒（⾦
沢市企画調整課）が 2030 年の⾦沢をイマジンしました。 

 SDGs のゴールはどれもとても幅広く、誰か⼀⼈の⼒
で解決できるものではありません。そこで必要となるの
がパートナーシップであり、「それだけ重要だからこそ、
17 番⽬のゴールに位置づけられている」と、OUIK 事務
局⻑の永井が SDGs 達成におけるパートナーシップの重
要性について語り、カフェがスタートしました。 
 ⾦沢市と⾦沢⻘年会議所（JC ⾦沢）、国連⼤学 OUIK
とが、2019 年 3 ⽉に IMAGINE KANAZAWA 2030 を⽴
ち上げ、2020 年からの⾏動計画を市⺠と⼀緒に、まさ
しくパートナーシップで考えるプロセスが進⾏していま
す。笠間⽒は「⾃分たちが作った⽬標、⾃分たちが作っ
た⾏動計画、さらにはその⾏動がちゃんとできているか
のチェックまで、すべてを⾃分事として考えることがで
きる、“⾦沢 SDGs は⾃分たちのもの”と思えるプロセス
をとっていきたい」と強調し、「2030 年には、何か問
題を解決したいという時に、皆さんが⾃然と⼒を合わせ

られるようなまちに⾦沢がなっている事が私の⼀番の望
みというか、夢です」と語りました。 
 引き続き、パー
ト ナ ー シップ の
様々な取り組みを
されている広⽯⽒
からの話題提供が
ありました。「果
たして問題のない
状況というのはど
のようなものでしょうか︖そして、⼀つひとつ問題を潰
していくというアプローチで本当にいいのでしょうか︖
⼀つひとつ問題を潰すより、いっそのこと、皆が幸せな
世界を作っちゃった⽅が早いし、トータルコストが安く
済むのでは︖」と語る広⽯⽒。パリの都市農園の話やサ
ンフランシスコの⽔筒リフィル設備の話を例に、⼀つの
取り組みが多⾯的な問題の解決策になり得る、そして
様々な考えを持つ⼈が協働することで社会システム全体
が変わる可能性がある、という点についてお話いただき
ました。単独では難しいことでも、⼤切なのは協⼒する
こと、つまりはパートナーシップが重要で、実際起きて
いる問題を分かち合い、⼀緒に取り組んでいこうという
⼈が増えることが理想と語りました。「社会を変えると
いう事。このカ
フェはそういっ
たチャレンジを
していける素敵
な場だと思って
います」と広⽯
⽒は話を結びま
した。 

 
 第9回⽬はテーマを「2030年の⾦沢の交通を考える」
とし、「2030 年の⾦沢の交通はどうなっていて欲しい
か︖」ということを、⼈々の幸せや魅⼒のあるまちづく
りとリンクさせて、市⺠⽬線から議論をしました。アイ
デ ア提供は 「 ト ラ ン ジ ション・マネジメン ト
（transition management）」の第⼀⼈者で、オランダ
から来⽇していた Derk Loorbach⽒（エラスムス⼤学教
授・オランダトランジション研究所所⻑）、イマジンし
てくださったのは⾦沢レンタサイクル「まちのり」の仕
掛け⼈でその事務局の⽚岸将広⽒（株式会社⽇本海コン
サルタント）です。 

 
 
 
 
 

 

トランジションとは︖ 

「推移、変遷、移⾏、過渡期」という意味で、持続可能な
未来社会を⽬指すのであれば、ステークホルダー間の草の
根の合意形成ではなく、構造的転換までをも⾒据えた問題
解決の⽅法論を検討する必要があるとする考え⽅です。 
 



4 
 

 ⽚岸⽒は 3 年前
スペインのバルセ
ロナを旅⾏した時
に、現地の様々な
交通事業者に話を
聞き、市⺠が利⽤
す るモビリ テ ィ
（公共交通）につ
いて調査をしたそうです。ヒアリングの時の質問の 1 つ
が「なぜモビリティが必要か︖」だったそうですが、帰
ってきた答えは「Happiness（ハピネス）/⼈々の幸せの
ため」、「⼈々の活動を⽀え、幸せな都市⽣活を演出す
るということがわれわれの使命。そのためにモビリティ
サービスを提供します」だったそうです。⽚岸⽒はこの
「ハピネス」をキーワードに、「⼈々が幸せへとアクセ
スするための⼿段としてのモビリティ（公共交通）」を
実現させたいと語ります。そのためには市⺠、企業、⾃
治体、商業社など様々なステークホルダーの中で「ハピ
ネス」のような共通のビジョンが共有できていることが
重要になってくるそうです。 
 次に未来のハピネスのためにモビリティを再構築、そ
してトランジッションしていく⽅法について、研究のみ
ならず実践にも関わっているという Derk ⽒からアイデ
アを提供していただきました。 

 「例えば、気候
変動や⽣物多様性
の喪失という問題
は世界的に認識さ
れているが、実際
にはアクションが
起きていないとい
う問題があります。

⼈々はそれを認識していて、解決策まで知っていてもで
す。そこに⼤きな変化を起こすにはどうしたらいいか︖
私たちはそこに焦点を当てています」と Derk ⽒は⾔い
ます。トランジションの研究というのは、「なぜ変わら
ないのか︖ そしてどういう⾵に変わっていけるのか︖」
ということを時には批判的思考を⽤いて考えることが必
要だそうです。「私がトランジションの話をすると、理
想主義者とかドリーマーだとか⾔われて、無理だとか、
お⾦がかかるとか、否定的な態度をとる⼈がいますが、
そういうことはありません。未来を信じることは簡単で
はありませんが、変化や未来を信じる⼈を増やすことは、
トランジションのプロセスの⼀部です」と Derk ⽒は語
ります。その⼈たちがうまく仲間を作り、いろいろな実
験や⽅法を試していくことで移⾏が始まります。それが
⼤きくなってくると形が⾒えてきて、例えば⾦沢ではこ
こ数年で⾃転⾞⽤のレーンがかなり増えてきました。そ
れと同じように、将来的には当たり前だと思っていても、

今はまだ当たり前ではないことが、少しずつ当たり前に
なっていくのかもしれません。 
 最後の質問タイムでは⾦沢の観光やオランダの⾃転⾞
事情などたくさんの情報交換が⾏われました。 

 
 第 10 回⽬のテーマは「『スポーツ×SDGs』から考え
る⾦沢の可能性」とし、灰⽥さち⽒（ツエーゲン⾦沢事
業企画部次⻑兼ホームタウン推進室室⻑）にツエーゲン
⾦沢の活動と 2030 年の姿をイマジンしてもらいました。
アイデア提供にはブラジルへサッカー留学の経験もある
という⾼⽊超⽒（OUIK 研究員・慶應義塾⼤学⼤学院 
特任助教）に参加していただきました。 
 「ツエーゲン⾦
沢」は、⾦沢市を
はじめ⽯川県全県
をホームタウンと
するプロサッカー
クラブ（J２）で
す。「挑戦を、こ
のまちの伝統に」
をクラブ理念として掲げており、その背景には「⾦沢に
は伝統という⾔葉がつくものが多い中、挑戦する、チャ
レンジする姿勢を皆さんに⽰すことで、挑戦というもの
を⽯川県の新たな伝統の⼀つにしていきたい」という想
いがあるそうです。さらに地域の⼈々から愛されるクラ
ブとなるべく、サッカー教室をはじめ、たくさんのホー
ムタウン活動を⾏っているそうです。「2030 年までに、
⽯川県⺠の誇り、シンボルのような存在になりたい」と
考えているそうで、「地域の皆さんと⼀緒に⽯川県、⾦
沢を活⼒のあるまちにしていきたい」という灰⽥⽒。
「皆さんと共に⽯川県をより活⼒を感じられるまちにし
ていく、そのために SDGs に合致するような活動だった
り、社会連携活動をもっと展開していきたいと思ってい
ます」と締め括りました。 
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 次に⾼⽊⽒の
⽅から SDGs や
環境問題、社会
問題解決に取り
組んでいる国内
外のサッカーチ
ームの活動例を
紹介していただ

きました。例えばイギリスの「フォレストグリーン・ロ
ーヴァーズ FC」は世界で⼀番環境にやさしいクラブとし
て国連からも認定されており、スタジアムにソーラーパ
ネルをつけ、スタジアムの電気を全て太陽光発電で賄う
という取り組みをしているそうです。⼀⽅、J リーグの
「川崎フロンターレ」ではサッカーの得点を計算できる
算数ドリルを配り、SDGs のゴールでは 4 番「質の⾼い
教育をみんなに」にも貢献しています。さらに⾼⽊⽒は
「例えば、『18．豊かなスポーツ⽂化の醸成』とか作り、
⾦沢の⽂化を⼤事にしながら、SDGs を楽しく、うまい
こと活⽤していただければと思います」と、⾦沢らしさ
を⽣かせる SDGs のあり⽅を提案しました。 

 最後のグループディスカッションでは「スポーツ⽤品
に伝統⼯芸を取り⼊れる」や「⾷品ロスの削減につなげ
て給⾷にスポーツ選⼿とかが出向き、⼀緒に⾷べ切る、
または栄養バランスを考えながらみんなで楽しく⾷べる
ということを体験させる」など、たくさんのアイデアが
出ました。 

 OUIK では「世界農業遺産（GIAHS）能登の⾥⼭⾥海」
を利⽤した持続可能な未来へ向けての教育活動をサポー
トしています。2019 年 5 ⽉には⽯川県輪島市において
地域教育活動などを⾏う、まるやま組が三井⼩学校と協
⼒し、『SDGs 三井のごっつぉ Project』という環境教育
プロジェクトを⽴ち上げました。1 年にわたり、絵本
「ごっつぉをつくろう」をベースに「ごっつぉ（ご馳
⾛）」をつくる過程から地域の⾃然や伝統、それらのつ

ながりを学ぶことを⽬的に活動して来ました。教室を⾶
び出し、地域の⼈たちのお話を聞いたり、友達と協⼒し
て「ごっつぉ」を作ったりと、⾃分の頭で考え、実際に
やってみるという過程を通し、クリエイティブな思考や
地域を誇りに思う気持ち、そして⾥⼭の⾃然に感謝する
⼼が育まれています。このニュースレターでは前回から
の続き、第６回〜最終回までのダイジェスト版をご紹介
します。 

 
 10 ⽉に⾏われた
第 6 回⽬は栗拾いに
昆⾍観察など、秋の
⾥⼭を満喫できる企
画でした。この辺り
ではもともと地域の
⼈が栗の⽊を薪にし
たり、炭にしたりして⽣活の中で活⽤していたこともあ
り、栗の⽊がたくさんあります。今回はシバグリという
野⽣の栗を採り、「搗栗（かちぐり）」という栗を茹で
て乾燥させた「ごっつぉ」を作りました。 
 栗を茹でている間を利⽤して⼦供たちは蛇について写
真や抜け殻を観察しながら学びました。秋の⾥⼭には繁
殖期を迎え神経質になっているマムシがよく出るそうで、
注意が必要だそうです。蛇は種類によって体の鱗（うろ
こ）の列数が決まっており、お腹の太いところの鱗を⼀
周数えることで、何の種類のヘビなのか抜け殻からでも
わかるそうです。普段なかなか⾒ることのないヘビの抜
け殻に興味津々の⽣徒たちです。 

 その後、⽥んぼの畔に植えてある⼩⾖を観察したり、
⽔辺で昆⾍を観察したり、⼦供たちは秋の⾥⼭の多様性
を肌で感じ、様々な⽣き物との関わり⽅についても学べ
たのではないでしょうか。珍しいゲンゴロウも発⾒でき
て思い出に残る時間となりました。 
 
 11 ⽉に⾏われた第７回⽬は「まとめの回」として世界
の⾷に関する問題を学んだり、いろいろな国の⾷を味わ

「SDGs 三井のごっつぉ Project」第 6 回〜最終回 
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ったり、春にみんなで作ったワラビの塩漬けの塩抜き作
業をする回になりました。 
 はじめに「今、世界が直⾯している⾷に関する問題」
について SDGs の視点で OUIK の富⽥から紹介がありま
した。「飢餓問題」についても国連WFP のハンガーマッ
プを⾒ながら考えてみました。「アフリカが深刻」「⽇
本は全然⼤丈夫だね」と⽣徒たちは⾃分たちのテーブル
に置かれた地球儀を使いながら場所を確認していました。
気候変動や先進国の経済活動が飢餓問題の要因となって
いることもあり、先進国に住む私たちも真剣に向き合う
べき問題だということを⼦供たちも理解したようです。 

 次に「地球の⾷卓―世界24か国の家族のごはん」（著
者＝ピーター・メンツェル＋フェイス・ダルージオ）を
使い、世界の⾷卓を覗いてみました。掲載されている、
様々な国や地域の「ひと家族における１週間分の⾷料」
の写真を⾒ながら、気づいたことを発表しました。「パ
ンがたくさんある、パンが主⾷かな︖」「野菜が多いけ
ど⾁が全然ない」「家族が多い︕来ている服も全然⽇本
と違う」など、たくさんの発⾒がありました。国や地域
によって⾷料の種類や量、家族の雰囲気が様々で、⾒た
ことのない⾷材も沢⼭あったようです。 
 次に萩野由紀⽒（まる
やま組 主宰）から 5 ⽉に
みんなで作った「ワラビ
の塩漬け」の塩抜きにつ
い て教え て も ら い ま し
た。⼭菜を茹でたり、塩
抜きをするときは銅鍋を
使うのが昔から伝わる知
恵だそうで、銅鍋を使う
と銅イオンが葉緑素（ク
ロ ロ フ ィ ル ） と く っ つ
き、⾷材の変⾊を防げるそうです。 
 最後は「能登空港発 世界⼀周ごっつぉツアー」とし、
鈴⽊⽒（まるやま組）のブルキナファソ料理「トー」、
OUIK インターン⽣フェリックスのスイスの「ロシュテ

ィ（Rösti）」OUIK 富⽥のイギリス/オーストラリア料
理「ベジマイト」を⾷べるツアーを⾏いました。住んで
いる地域や環境、⽂化が違うとそこで⾷べられているも
のも多種多様です。最後に萩野⽒は「今やいろいろな地
域の料理がどこに
いても⾷べられる
時代となりました
が、⾃分たちが育
った地域の「ごっ
つぉ」の味を忘れ
ないでほしい」と
話しました。 

 
 

 最終回となった第 8 回⽬は奥能登に古くから伝わるア
エノコトと呼ばれるお祭りに参加しました。⼀年のお⽶
の収穫を感謝して、毎年 12 ⽉ 5 ⽇に⽥の神様を家にお
招きしお⾵呂やご馳⾛でおもてなしし、春まで休んでい
ただきます。翌年 2 ⽉９⽇には同じようにおもてなしを
して豊作を祈願して⽥んぼへ送り出す⾏事もあります。
この⼀年間、⼦供たちは「SDGs 三井のごっつぉプロジ
ェクト」でご馳⾛の材料集めをしてきたので、4,5,6 年
⽣12名が参加して⼀緒にお供えさせていただきました。 

 お祭りの儀式が始まると、まず⽥んぼから神様を連れ
て来て「⽥の神様がおかえりやぞ︕お迎えせよ︕」と
家のものに声をかけ、囲炉裏のそばに通します。暖かい
⽢酒を差し上げたらお⾵呂にも案内し、ゆっくりくつろ
いでいただきます。次はご馳⾛です。座敷には⽥の神様
ご夫婦⼆⼈分の御膳が設えられています。⼆股の⼤根、
御膳には⼀升枡にあふれんばかりの⾚飯、煮しめにはわ
らび、ゼンマイ、⼤根、⼈参、こんにゃく、油揚げ。あ
いまぜという⻘⼤⾖の打ち⾖と⼤根や⼈参を炒り付けた
おかずもあります。冷蔵庫もなく⾁や⿂が今のように⼿
に⼊らなかった昔、打ち⾖は貴重なタンパク源でした。
そして⽴派な尾頭付きの鯛、⼤きなおはぎ。お汁に漬物。
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「稲作は⼒仕事で⼤変なのでたくさん⾷べてください」
という意味が込められているそうです。 

 6 年⽣ 5 ⼈が代表してご挨拶をしました。「⽥の神様、
これは 5 ⽉にまるやまで集めたわらびの塩漬けでござい
ます。これは７⽉に珠洲で作ったあごだしでございます。
⽥の神様、これは10⽉にまるやまで拾って⼲した勝栗で
ございます」そしてみんなで「どうもありがとうござい
ました︕」とお礼を⾔って、最後に権現太⿎の演奏を披
露しました。⽥の神様も今年はきっと三井⼩学校の⼦供
達の⽤意したご馳⾛を喜んで召し上がったことでしょう。 
 ⾃然の恵みを得る
喜び、そこから⾃分
の⼿で作る楽しさ、
それを選ぶ選択肢が
三井のような⾥⼭に
はたくさん残ってい
ます。⼩学⽣のよう
な感受性豊かな時期
に五感で、地域の⾃
然や⼟地に根ざした
知恵に触れることが
できるように⼤⼈た
ちが環境を整えるこ
とが⼤切です。 
 

 ユネスコ創造都市ネットワークは、⽂化の資源あるい
はクリエイティビティというもので都市を元気にして⾏
くことを⽬指している世界の都市の集まりです。⼯芸、
⾳楽、メディアアートなど、世界の 180 以上の都市が参
加するネットワークです。⾦沢市は 2009 年に⼯芸分野
で認定され、今回その10周年を記念して⾦沢市は「ユネ
スコ創造都市ネットワーククラフト＆フォークアート分

野別会議 2019」を主催しました。このシンポジウムは
その関連イベントとして、国連⼤学 OUIK が開催しまし
た。 
 はじめに国連⼤学OUIK所⻑の渡辺綱男よりこの 10 年
を振り返り、このシンポジウムのテーマ、“⽂化で都市を
よりサステイナブルにするには”の可能性を、「会場の皆
さんと⼀緒に考えていきたいです」と、開会の挨拶を⾏
いました。 

 続けて、「⾳楽創造
都市ゲントが奏でる
SDGs の声」と題し、
ベルナルド・カトリッ
セ⽒（公益財団法⼈ア
ーツフランダース・ジ
ャパン館⻑）による⽂

化を活かした SDGs の取り組みについての基調講演が⾏
われました。⾦沢と姉妹都市でもあるベルギーのゲント
市は、⾦沢市と同じく 2009 年に⾳楽分野でユネスコ創
造都市ネットワークに加盟しています。「ポケットサイ
ズの⼤都市」と称され、⼩さいながら古くから発展して
きたゲント市では、「⼈々が住んで働きたいと思う市、
そして将来世代が幸せな⽣活を送れる都市」を⽬指し、
SDGs の実⾏、達成に注⼒しています。カトリッセ⽒か
らはゲント市の活動例をたくさん紹介していただきまし
た。「ゲント・アン・ガルデ」という、持続可能な⾷品
の⽣産や消費を⾏っていくプロジェクトや、「プラスチ
ックなし⽉間」、さらに SDGs の推進を近隣のまちと競
い合うキャンペーンなど、課題解決の中に⽂化活動が結
び付けられているものが多くみられます。カトリッセ⽒
は「⽂化は⼈々をつなげると申しましたが、特に⾳楽は
万国共通の⾔葉であり、⾔葉の壁も⽂化や背景の違いも
超越して⼈々をつなげることができます。そして SDGs
を政策の中に取り込んでいくことは、将来の⼈たちが温
かい街で⽣きていくために、すべての⼈が安⼼して⽣活
していける場所を作るために、必須です。」と締め括り
ました。 

 次にパネルディスカッションが⾏われました。テーマ
は「暮らしと⼯芸と SDGs を創造的につなぐ」とし、モ

シンポジウム「⽂化で都市をよりサステイナブルにす
るには」 
⽇時 : 2019/10/16 
場所︓⾦沢市⽂化ホール 
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デレーターは国連⼤学 OUIK 事務局⻑の永井三岐⼦が務
めました。 
 はじめに安江雪菜⽒（ユニバーサルデザインいしかわ
専務理事）が、「包摂性を⾼めるクラフトアートの役割」
と題し、「ユニバーサルデザイン茶会」や「ダイアロー
グ・イン・ザ・ダーク」の例と共に⾦沢での活動や影響
について発表しました。 
 続いて、ウォラ
ラン・ブンヤスラ
ット⽒（チェンマ
イ⼤学社会研究所
所⻑）からは、⼯
芸、フォークアー
トにおける持続可
能性について、チ
ェンマイの事例を紹介しました。チェンマイでは「アー
トと⽂化の素晴らしい都市」を⽬指し、街の独⾃性と多
様性を重視しつつ、イベントを企画し、市の⾏動計画を
⽴てているそうです。「創造都市ネットワークを強化し、
次の世代にそれを伝えることは、我々の町にとっても⾮
常に重要」だと強調しました。 

 最後は、OUIK のフ
ァン・パストール・イ
ヴァールス研究員から
「SDGs のプラットホ
ームを育む⽇本庭園。
⽇本庭園を使っていか
に SDGs の⽬標を達成
するか」について、発

表がありました。⽇本庭園は、⼈とクラフトと⾃然の３
つを結びつける存在だと⾔います。例えば漆職⼈がアト
リエにしたり、加賀染職⼈が糊を洗い落とすのに庭の⽤
⽔を使ったり、⾹道や煎茶道の活動の場に⽤いたり、
様々な⼯芸や⽂化と直接結びついているものも少なくあ
りません。「庭園というのは⼈と⾃然をつなぐもの。庭
園を保存することで⼈と⾃然のつながりも維持できま
す。」とファン研究員は述べました。 
 ３⼈の発表を受けて、会場も交えたディスカッション
も⾏われました。チェンマイでの取り組みに関する質問
や実践的に参考となる話、ネットワークで協働し、共通
の価値観を持つことの重要性などについて議論されまし
た。 

 恒例となっている清掃活動にワークショップを組み合
わせた「寺社庭園からはじまるグリーンインフラ Vol. 1」

が⼼蓮社庭園で⾏われました。今回は丸⾕耕太⽒（⾦沢
⼤学）そして坂村圭⽒（北陸先端科学技術⼤学院⼤学）
のゼミとの合同企画です。さらに特別ゲストとして林珠
乃⽒（⿓⾕⼤学）をお招きし、基調講演も⾏っていただ
きました。 
 はじめに OUIK のファン研究員より、この庭園清掃ワ
ークショップの活動についての説明がありました。⾦沢
市に多く残されている庭園のほとんどが維持管理に関す
る問題を抱えており、このようなワークショップは新し
い庭園管理のシステムとして⼤変重宝されているそうで
す。これまでに約 340 名の⽅がこのワークショップに参
加しており、徐々に市⺠の⽣活にも溶け込んできました。
ファン研究員は清掃を始める前と後に参加者にアンケー
トを⾏っています。その結果、庭園を清掃することでポ
ジティブな感情が増し、ネガティブな感情が減ることが
わかりました。このような清掃活動は庭園の持ち主だけ
ではなく、参加者にもプラスに働くことがわかります。 
次は滋賀県の⿓⾕
⼤学からお越しい
ただい た林⽒ に
「過去の⽂化的景
観を可視化する」
をテーマにお話し
いただきました。
⾦沢の⽇本庭園の
⽂化的景観や⽣物の多様性がミクロな視点だとすると、
今回の林先⽣のお話はもう少しスケールが⼤きいもので
滋賀県の琵琶湖の周辺⼀帯が⽰された地図を使いながら
マクロな視点で⼈と⾃然の関係を⾒ていきました。⽇本
の⾃然は「セカンダリーネイチャー」と呼ばれる、⼈が
意図的に⼿を加えて維持管理してきた⾃然がほとんどを
占めます。そのため、⼈々の⽣活スタイルや社会の変化
により過去から現在に⾄るまで変化し続けてきたそうで
す。林先⽣の研究では過去の⾃然環境や⽂化的景観にも
着⽬し、⼟地の利⽤⽅法や⾃然環境の変化を調査してい
ます。「昔から現代に⾄るまで変わらずに存在する⾃然
の利⽤⽅法を調べることで持続可能な⼈と⾃然のつなが
り⽅や、その⼟地の環境に合った産業などを⽰唆できる
のではないか」と述べました。 
 次は清掃活動です。3 つのグループに分かれ、主に秋
になり増えてきた落葉を集める作業を⾏いました。今回
は偶然、庭師の中⾒宰⽒も参加していたこともあり、苔
の⼿⼊れ⽅法など普段なかなか教わることのできないプ
ロの技術や知恵も教えていただきました。⼗数⼈で清掃
し 1 時間ほどかけてやっと綺麗になりました。この作業
を所有者や管理⼈が⼀⼈で⾏うのはとても厳しいことだ
と、参加者も⾝をもって感じたようです。 

寺社庭園からはじまるグリーンインフラ Vol.1 
⽇時 : 2019/10/22 
場所︓⼼蓮社庭園 
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 清掃後は恒例のアンケートを⾏い、その後ディスカッ
ションセッションも⾏い、今後の活動や庭園の活⽤法に
ついてたくさんの意⾒がでました。庭園で⾃然に囲まれ
て過ごす時間は都市で暮らす⼈々にとってとても貴重な
⾃然と触れ合う場であると共に共通の⽬的を持ちながら
コミュニケーションを図り、⼈との関係を深める場でも
あります。美しい庭園で楽しみながら学び、参加者の皆
さんはとても満⾜したようです。 

 国連⼤学サステイナビリティ⾼等研究所 (UNU-IAS)で
は、韓国農村振興庁国⽴農業科学院（RDA）と 2018 年
1 ⽉から 3 年間にわたり、FAO が認定する世界農業遺産
（GIAHS）と各国が認定する国内農業遺産についての⽐
較研究プロジェクトを実施してきた背景があります。本
国際会議ではGIAHSが各認定地に与えた影響と未来へ残
した課題を SDGs というグローバルゴールから考え、
GIAHS と SDGs の関係性を⽇本、韓国からの専⾨家によ
る解説によってひもときました。 
 韓国からは⻩⼤⿓⽒（韓国農村振興庁（RDA）農業研
究⼠）、鄭明哲⽒（韓国農村振興庁（RDA）農業研究
⼠）、⾦正坤⽒（河東郡河東茶⽣産者協議会事務局⻑）、
劉鶴㤠⽒（忠南研究院研究委員）、李㽥稙⽒（韓国農漁
村遺産学会副会⻑）が参加し、韓国内での GIAHS や
NIAHS の活動状況を報告して頂きました。さらに河東伝
統茶農業の多元的機能と活⽤について、そして錦⼭伝統
⾼麗⼈参農業システムの持続可能性などについてもご紹
介いただきました。 
 ⽇本からは⿑藤修⽒（UNU-IAS アカデミックプログラ
ムディレクター）、⼤和⽥順⼦⽒（世界農業遺産等専⾨
家会議委員）、⾦⽥直之⽒（珠洲市役所企画財政課課
⻑）、⻘⽥朋恵⽒（滋賀県農政⽔産部農政課主席参事）
が参加し、能登地域における社会・⽣態システムの統合
化による⾃然資本・⽣態系サービスの予測評価や、珠洲
市の SDGs とアートと GIAHS を結びつけた活動、さらに

は現在GIAHSに申請中の琵琶湖のシステムについての紹
介がありました。 
 パネルディス
カッションでは
「GIAHS の地域
振興と SDGs な
どの国際的な⽬
標 達 成 へ の 貢
献」についてイ
ヴォーン・ユー
⽒（UNU-IAS研究員）がモデレーターを務め⾏いました。
李⽒は「韓国では SDGs はいまだに中央政府、地⽅政府
による取り組みであり、市町村レベルで⽬標を掲げてい
る珠洲市などの取り組みに感銘を受けた。韓国では今後
GIAHS アクションプランに対するモニタリング指標を
SDGs に結び付けることが出来れば」と述べました。さ
らに GIAHS の認知度の低さは⽇本と韓国の GIAHS が持
つ共通課題の⼀つであり、⻘⽥⽒からは「SDGs が企業
や市⺠社会に広がってきている。GIAHS の認知度を⾼め
ていくにあたり、SDGs を活⽤できるのではないかと考
えている。」との意⾒が出ました。 
 最後に中村浩⼆⽒（⾦沢⼤学名誉教授・東アジア農業
遺産学会（ERAHS）⽇本議⻑）より総括コメントを頂き
ました。GIAHS は認定されてからが⼤変であり、モニタ
リング→アクションプランの改訂→GIAHS のアップグレ
ードを地域全体で取り組まなくてはならない。そのため
に今⼀番重要なことは⼈材育成であると述べ、中村⽒が
⻑年取り組んできたフィリピン・イフガオのマイスター
プログラムについてもご紹介頂きました。 
 閉会の挨拶は寺﨑信⼆⽒（⽯川県農林⽔産部⾥⼭振興
室⻑）より頂きました。韓国農村振興庁（RDA）や参加
者の皆さまにお礼を申し上げると共に、今後に向けての
意気込みを語り、４時間にわたる⽇韓国際会議は閉幕と
なりました。 

⽇韓国際会議「世界農業遺産(GIAHS)の保全を通じ
た SDGs の達成」 
⽇時 : 2019/10/30 
場所︓⾦沢市⽂化ホール 
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 第２回⽬となるいしかわ世界農業遺産国際貢献プログ
ラムとの共同スタディーツアーが開催されました。この
プログラムは⽯川県が主に開発途上国を対象に、世界農
業遺産認定の⽀援や、地域振興に向けた能⼒開発研修を
実施することで、持続可能な発展に貢献するプログラム
です。 第１回⽬の去年と同様に⽯川県、国連⼤学サステ
イナビリティ⾼等研究所（UNU-IAS）学術プログラム、
国連⼤学いしかわ・かなざわオペレーティング・ユニッ
ト（OUIK）が能登地域をフィールドに共同企画・開催
し、国連⼤学、⾦沢⼤学、名古屋⼤学、東北⼤学、東京
農業⼤学の留学⽣からなる世界 13 か国総勢 17名が 3 ⽇
間にわたり能登地⽅を訪問し、⾥⼭⾥海を活⽤した地域
振興の取り組みを学びました。  
 1 ⽇⽬は輪島市
にて⼟地に根ざし
たくらしをテーマ
に様々な活動を⾏
う「まるやま組」
や、「いしかわ農
業ボランティア」
の現場、 さ ら に
「⽳⽔町の牡蠣の養殖場」を訪問し、移住してきた⽅の
お話を聞いたり、地域の⽅々の様々な協働活動を視察し
ました。  
 ２⽇⽬は能登町の利⽤価値の少ない⽊材を地域通貨と
交換できるプロジェクト「⽊の駅プロジェクト」につい
て学び、実際に⽊の駅も訪問しました。次は⾥⼭のリア
ルな暮らしが体験できる農家⺠泊施設が集まる「春蘭の
⾥」を訪問し、多⽥⽒（春蘭の⾥事務局⻑）の案内で⾥
⼭でキノコ採りも⾏いました。午後は輪島市に戻り、昔
ながらの⽅法で和紙を作っている「仁⾏和紙」を訪問し

ました。ここでは近隣
の⾥⼭で採取した材料
を使い、学⽣の皆さん
も紙漉を体験しまし
た。 
 最終⽇の３⽇⽬の朝
は輪島の朝市を⾒学し
ました。その後、能登空港の会議室で伊藤浩⼆⽒（⾦沢
⼤学能登学舎特任准教授）より、能登⾥⼭⾥海 SDGs マ
イスタープログラムについての講義を受けました。この
プログラムは少⼦⾼齢化が進む能登地域にて⾥⼭⾥海の
⾃然資源を活かし、能登の明⽇を担う「若⼿⼈材」を育
てる⼈材開発プログラムです。修了⽣と連携し講義プロ
グラムを組むため研究内容も様々で幅広い分野の知識を
学べます。  
 午後は学⽣たちの最終発表とディスカッションセッシ
ョンが⾏われました。このアカデミックプログラムは
UNU – IAS の Trans-disciplinary and Graduate 
Research Seminar(TGRS)という共同演習の１コマとし
て実施しているもので学⽣たちは「⾼齢化と⼈⼝減少」
をメインテーマに掲げ、「教育」「持続可能な⽣業」
「ツーリズム」といった 3 つのサブテーマに分かれ、3
か⽉前から事前研究を⾏ってきました。 
 今回の発表では事前研究の内容に過去 3 ⽇間で得られ
た能登⾥⼭地域に関する洞察と課題に対応するための戦
略やアイデアを付け加えて発表しました。交流⼈⼝を増
やすためのアイデアや留学⽣や学⽣に能登で活動しても
らうための⼤学との共同プログラム、更にエコツーリズ
ムに関するプロモーション戦略など、たくさんの意⾒が
出ました。地元との関係者の⽅々にもディスカッション
に参加して頂き、3 時間にわたり活発に意⾒交換を⾏い
ました。今後はこれらのアイデアを具体的に形にしてい
くために学⽣たちは研究を続けていく予定です。 

  
 

世界農業遺産国際貢献プログラムとの共同スタディー
ツアー2019 
⽇時 : 2019/11/9-11 
場所︓能登地域 
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 この会議は 2019 年 9 ⽉ 6 ⽇、国連⼤学本部にて開催
された「『SDGs 実施指針』改定に向けたステークホル
ダー会議」（主催︓SDGs 推進円卓会議有志、国連⼤学
サステイナビリティ⾼等研究所）の地⽅版として開催さ
れ、北陸各地から企業、地⽅⾃治体、市⺠団体など様々
な⽴場の SDGs に関わる⼈々が参加し、北陸のありたい
未来を議論し、次世代に向けて SDGs で描く未来を発表
しました。 
 初めに主催挨拶とし
て⽵本和彦（国連⼤学
サステイナビリティ⾼
等研究所上級客員教
授）より挨拶があり、
SDGs の実施指針が本
年末に改訂されるタイミングでこのような会議が地⽅で
開催されることの重要性について語られました。 
 次に内閣府地⽅創⽣
推進事務局参事官の遠
藤健太郎⽒から来賓の
挨拶を頂戴頂くと共に
国の政策、地⽅創⽣と
SDGs についてご説明
頂きました。 
 さらに⾦沢⼯業⼤学 SDGs 推進センター⻑の平本督太
郎准教授からは情報共有として、この会議の狙いや分科
会の進め⽅についての説明がありました。 

 今回のミーティングでは以下、５つの分科会に分かれ、
それぞれのグループ内で 2030 年の北陸の姿について具
体案をシナリオ形式で制作しました。 
① 誰もが暮らしやすいまちとは 
② イノベーション︓地域での創造と、世界への発信 
③ 教育︓⼈⽣ 100 年時代のキャリアと学びとは 
④ パートナーシップ︓みんなの⼒を地域で結集する
しくみ 

⑤ 多様性︓多様な⼈々が意思決定に参加できる社会
とは 

 分科会では始めに NRI未来年表 2020-2100 や総務省
「未来をつかむ TECH 戦略」などの資料に⽬を通し、未
来像を抽出しながら 2045 年の働き⽅とライフスタイル
についてありたい姿を描きました。更に今回のイベント
ではペルソナ（⼈格）を設定し、その⼈が⽣きる⼈⽣の
ストーリーやターニングポイントを具体的な内容で次世
代へのシナリオを参加者が制作しました。午後の分科会
の後にはそれらのシナリオを学校帰りに参加してくれた
学⽣や⽣徒の皆さんに報告し、評価してもらいました。
テクノロジーの進歩で可能になるシステムや家族の在り
⽅の変化などたくさんのアイデアが共有されました。 

 最 後 に 渡 辺 綱 男
（OUIK所⻑）が、北陸
地 ⽅ に お け る 今後の
SDGs推進への期待を込
め、閉会の挨拶を⾏い
ました。さらに参加者
の皆さん、そして最後

の共有セッションに参加して頂いた学⽣の皆さんに感謝
の⾔葉を述べました。 

 韓国・ソウルで
開 催 された IFLA
（ 国 際 造 園 家 連
盟）の「⽂化的景
観ワーキンググル
ープ国際シンポジ
ウム」に OUIK のフ
ァン研究員が参加
しました。ソウル
⼤学校が主催したこのシンポジウムのテーマは「歴史的
⽂化的景観の継承、耐久、そして持続可能性」です。 
 ファン研究員は「⾦沢市の⻑町や⽇本庭園等の歴史的
⽂化的景観の持続可能な保全」について発表し、世界各
国から参加した研究者と意⾒交換を⾏いました。 
 最終⽇には世界
遺産の候補として
も有名な霊⼭や庭
園を含む、新羅王
朝時代の⽂化的、
歴史的な遺産を訪
問しました。  

北陸 SDGs ステークホルダーミーティング 2019 
⽇時 : 2019/12/17 
場所︓⾦沢歌劇座 
 

 

IFLA ⽂化的景観ワーキンググループ国際シンポジウム 
⽇時 : 2019/11/16-20 
場所︓韓国・ソウル 
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⼩⼭ 明⼦ 
リサーチ・アソシエイト 
 
 英国インペリアル・カレ
ッジ・ロンドン 保全科学修
⼠課程を修了し、環境コン
サルタント会社や⼩笠原の
⾃然保護員の経験を経て、
フリーランスで翻訳業務な

どに携わる。その後、⽯川県に拠点を移し、国連⼤学の
調査研究を業務委託で⽀援し、⾦沢⼤学の⾥⼭⾥海マイ
スター育成プログラムの業務にも従事していた。現在は
OUIK の能登の⽣物⽂化多様性や世界農業遺産（GIAHS）
関連業務に研究員として携わっており、連携研究員とし
て珠洲市の能登 SDGs ラボの取組も⽀援している。 
 

 
ラチャタウィジン メイタ
ウィー 
 
東京⼯業⼤学環境・社会理
⼯学院融合理⼯学系 4 年
（インターン期間 2019 年
12 ⽉-2020 年 3 ⽉） 

 
 

 OUIK でのインターンとして 3 か⽉間、私は、1）
OUIK での活動、2）⽯川と⾦沢の⽣物⽂化の多様性、3）
研究者としてのキャリアパス、について学びました。 更
に「北陸 SDGs ステークホルダーミーティング 2019」
や「SDGs カフェ」にスタッフとして参加することで、
都市レベルでの包括的な意思決定について学びました。
⾦沢市⺠は⽣物⽂化多様性を意識しており、それがユネ
スコの創造都市としての認定にもつながっていると感じ
ました。  
 OUIK での私の主な貢献としては、1）オンラインアク
セスを促進するためにブックレットシリーズを紹介する
ブログなどを含む OUIK ウェブサイトの新しい外観をデ
ザイン提案、2）⽇本庭園研究プロジェクトのビデオプ
ロモーションを作成、の 2 つです。 
 研究内容から、⽇本庭園が美的要素だけでなく⽣態学
的サービスを通じても都市に役⽴つという、⽣物⽂化の
多様性保護における⽇本庭園の役割をより深く理解しま
した。 チームミーティングなどにも積極的に参加し、研

究やプロジェクトのプランニング、レポートライティン
グなどを⾒て学び、⾃分⾃⾝の研究者としてキャリアパ
スが明確になりました。私の興味は科学コミュニケーシ
ョンとコミュニティ研究の中間にあるので、両⽅の興味
が現実でどのように出会い、モチベーションが⾼まって
いるのかがわかりました。 
 また、⽣物⽂化の多様性に富み、刺激的な⼈々に囲ま
れたこの⾦沢というまちのおかげで⾃分⾃⾝も成⻑でき
ました。この機会に深く感謝し、同じような興味がある
⽅はこのインターンシップをお勧めします。 想像して
いた以上の学びを得ることができ、私にとって、今後の
核となる部分を形成できた 3 か⽉でした。 

 新年度を迎え、⾊とりどりの花が咲きそろう季節とな
りました。昨年度中は地域の皆さま、そして様々なパー
トナーの皆さまのご協⼒のもと、研究活動を⾏うことが
できました。こころより御礼申しあげます。今年度も、
⽯川・⾦沢における⽣物⽂化多様性の保全、そして持続
可能な社会作りを⽬標に職員⼀同、⽇々の業務に取り組
んでまいります。 
 さて、新型コロナウイルス感染拡⼤の影響で⽯川県に
おいても緊急事態宣⾔が発令されました。罹患された皆
様と、感染拡⼤により⽣活に影響を受けている皆様に、
⼼よりお⾒舞いを申し上げます。 
 OUIK でも、感染リスクがあることを勘案し 2/29 に東
京で予定されていたイベント「⽇本庭園と SDGs」をは
じめ、いくつかのイベントや活動をやむなく延期または
中⽌とさせていただきました。楽しみにして頂いていた
皆様には、安⼼安全のための決定にご理解を頂き、誠に
ありがとうございました。 
 今後も引き続き、感染拡⼤の収束まではイベントやミ
ーティングの開催をオンライン開催へと切り替えていく
予定です。詳細はホームページや OUIK の Facebook ペ
ージなどでご確認いただけます。 
 ⼀刻も早い事態の収束を願いつつ、皆様におかれまし
てもどうぞご⾃愛くださいますようお願い申し上げます。 

OUIK職員⼀同 
 
2020 年 4 ⽉発⾏ 
国連⼤学サステイナビリティ⾼等研究所 
いしかわ・かなざわオペレーティング・ユニット 
〒920-0962 ⽯川県⾦沢市広坂 2-1-1 
⽯川県政記念しいのき迎賓館 3階  
Tel: +81-76-224-2266 Fax: +81-76-224-2271 
mail: unu-iasouik@unu.edu  
URL: www.ouik.unu.edu 
 
 

新しいスタッフの紹介 

読者のみなさまへ 

インターン⽣の紹介 


